
 

道具箱③１関数【解答】1 

  

YAWARAKA 先生のテキスト 解答 ⑫３ 二次関数 
合成関数・練習問題 
１ 



  
















 ……①とおくと，であり，方程式は   

整理して因数分解すると      

であるから    すなわち  

よって  ア

①から，のときとは対に対応するので方程式    の解の個数は，

方程式  のにおける解の個数と一致する。

この解の個数は，    のグラフと直線の共有点の個数と一致する。

よって，方程式  の解がただつである

のは，右の図から

   
イまたは

ウ






また，



のときの解は 




 

すなわち   



   よって  エ
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２ 



















 



 






  ，  であるから，相加平均と相乗平均の大小関係により

             ･  

 等号が成り立つのは，    すなわちのときである。

 よって，の最小値はである。

 また      
   ･  ･   

     

     
   

     
    

 のとり得る値の範囲は  

  のとき

  はのとき最小値をとり，その最小値は  

  のとき

  はのとき最小値をとり，その最小値は   

 のとき   
   

  
     のグラフは右の図のよう

 になる。

 また，を固定したとき，    を満たす

 実数の個数を考える。

     から     

  とおくと    ……①

 についての方程式①の判別式をとすると

         

 よって，①の異なる実数解の個数は

   のとき 個，のとき 個

 また，のとき，方程式①の解は個とも正である。

 したがって，    を満たす実数の個数は

   のとき 個，のとき 個

 以上と 
     のグラフから，となるようなの個数は

   のとき 個

   ，のとき 個

   のとき 個

   のとき 個
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３ 

  …  … 

       

       









  

 





 



h

p



p

 hh   h



p

 hpより



ph




p



pであるから   h




p 





 よって    

 hh の両辺を平方すると    hhh  h

 よって  hh
 



 したがって

   h 
 h   h h h 

 hhh   h

   h h  hh  
 


  

   h    とおくと     
 

         
      

  における   の増減表は，次のようになる。

 したがって，   

  のグラフは右の上図のようになる。ま

 た，   h



p hpのグラフをh軸

 を縦軸，軸を横軸にとってかくと，右の下図のよう

 になる。

 このつの図から，求めるhの個数は次のようにな

 る。

  のとき個

   のとき個

   のとき個

   のとき個

  のとき個

  のとき個

 
４ 
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




p






p
















   
p



 pから  
p




p






p

 よって  



 

p




 したがって  

   
   

     
 

  ･
 


 

 



   

 よって   
 

 ゆえに  
    

 
    

 とすると     


     

 が常に成り立つための条件は，次のようになる。

  のとき

        であるから     かつ   

  すなわち  かつ

  これを解くと       これとの共通範囲はない。

  



のとき

        であるから     かつ   

  すなわち    かつ

  これを解くと      これと



の共通範囲は 





  



のとき

        であるから     かつ   

  すなわち    かつ

  これを解くと     これと



の共通範囲は 






  のとき

        であるから     かつ   

  すなわち  かつ

  これを解くと 



      これとの共通範囲はない。

 以上から，求めるの値の範囲は  
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 p


p











p



p



 方程式をで表すと

      すなわち    

  
p


 p のグラフは，右の図の

 ようになる。

 よって，，のとき，はただつの

 値をとり，のとき，は異なるつの値を

 とる。

 したがって，与えられた方程式が個以上の異なる

 実数解をもつのは，次の～の場合が考えられる。

     がの範囲に異なるつの実数解をもつとき

  与えられた方程式の実数解は個

          かつかつ   かつ   

     から        よって  ， 

     から      よって 




     から      よって 




  共通範囲を求めて   




     がとの範囲につずつ解をもつとき

  与えられた方程式の実数解は個

  このとき，「   かつ   」であることが必要であるが，      で

  あるから，   と   は同符号である。

  よって，条件を満たすようなの値は存在しない。

     のつの解がで，他の解がの範囲にあるとき

  与えられた方程式の実数解は個

     がを解にもつから     

  よって  




     のとき   であるから，   の解は，となり，適する。

 ，，から，求めるの値の範囲は   



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４ 

  



から    

 abであるから  a
 


，b
 


   a aから      a   a a
 


       







 







  




 




      から  



 





 すなわち       ……①

 ここで，    a a，    b bからa，bは①を満たす。

 よって，①の左辺は  を因数にもち  
   

   

 したがって，     すなわち①の解は   
 


，
 

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標準問題 
③1-標-1 
 

 
 

③1-標-2 

 

(1) ,
1

2 k
2

0 k< <≦  

(2) ,
n n 1 n

k
n 1 n n 1

n 1
k

n
<

+
≤ < ≤

−

+ −
 

 
 
（注）解答の順番が一部入れ替わっています。 
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③1-標-3 
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